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	抗原情報
	背景
	機能：IGF結合タンパク質はIGFの半減期を延長し、細胞培養におけるIGFの増殖促進効果を阻害または刺激することが示されている。IGFと細胞表面受容体との相互作用を変化させる。,PTM：O結合型グリカンは、ヘキソース（おそらくガラクトシダーゼ）、N-アセチルヘキソサミン（おそらくガラクトシダーゼNAc）、およびシアリン酸残基からなる。主要なグリコフォームは、8～16個の単糖からなる（CHO細胞で組み換え発現したIGFBP6との相同性による）。,類似性：1つのIGFBP N末端ドメインを含む。,類似性：1つのチログロブリン1型ドメインを含む。,機能：IGF結合タンパク質はIGFの半減期を延長し、細胞培養におけるIGFの増殖促進効果を阻害または刺激することが示されている。これらはIGFと細胞表面受容体との相互作用を変化させます。,PTM：O結合型グリカンは、ヘキソース（おそらくガラクトシダーゼ）、N-アセチルヘキソサミン（おそらくガラクトシダーゼNAc）、およびシアリン酸残基から構成されます。主要なグリコフォームは、8～16個の単糖で構成されています（CHO細胞で組換え発現させたIGFBP6との相同性により）。,類似性：IGFBPのN末端ドメインを1つ含みます。,類似性：チログロブリン1型ドメインを1つ含みます。,
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	IGFBP6 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	IGFBP6ポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。

